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　このDVDでは、ハラスメントや差別的
取扱いなど、多くの日本企業が直面する
可能性が高いテーマを中心に取り上げ、
それらに共通する解決策として、「コミュニ
ケーション」を提示しています。
①言葉は相手のために（ハラスメント）
②違うからこそわかりやすく（外国人）
③本当を確かめ合う（障害者）
④本人の気持ちに添う（LGBT）
⑤その人らしさを認める（働き方）
⑥本当の出会いのために（同和問題）

わからないから、確かめ合う ～コミュニケーション～
（テーマ：ハラスメント・外国人・障害者・LGBT・同和問題/対象：一般・企業）

新着DVDのご紹介

　愛梨（25）・瑠梨（24）、母から受け継いだ
「ありのままに生きる覚悟」。就職・結婚・
出産を経た今、伝えるべきことは？仲間、
つながり・・・部落問題をはじめとする人権
問題を考えることが「生きる力」を育んだ。
・寝た子を起こす
・逃げればいい、躱（かわ）せばいい
・母から娘へ、そして子へ

「部落の心を伝えたい」シリーズ　第31巻
ありのまま生きる　～坂田愛梨・瑠梨～
（テーマ：同和問題/対象：一般・企業）

　企業活動にCSRや人権的視点を取り
入れている組織の経営者や関係の皆様
へのインタビュー、実際の取組の様子、
従業員や地域の人々の声などを紹介する
ドキュメンタリーです。
①ユニバーサルデザイン
②ワーク・ライフ・バランス
③外国人雇用
④LGBTへの対応
⑤地域社会への貢献

企業活動に人権的視点を　②
～会社や地域の課題を解決するために～
（テーマ：人権全般/対象：企業）

　性的少数者といっても、決してひとくく
りにはできません。本当に様々な「人生」
があり、その問題やニーズも様々です。
　このＤＶＤでは、職場における性的少数
者に対するセクシュアルハラスメントに
ついて考えます。
①性的少数者とは？
②事例１「カミングアウトなんてできない」
③事例２「カミングアウトするんじゃなかった」
④もしも職場でカミングアウトをされたら

見過ごしていませんか　
性的少数者（LGBT）へのセクシュアルハラスメント
（テーマ：ハラスメント・LGBT/対象：企業）

　このDVDでは、障害のある人が、どんな
場面で困っているのか、どんな「バリア」が
あるのかなどの具体例を挙げ、それをどう
取り除いていけばいいのか、また障害の
ある人から発信することの重要性も示して
います。
①見えない人が見ている景色
②本当を伝え合う
③弱みが強みに変わるとき
④医学モデル・社会モデル

　虐待というと、激しい暴力を思い浮かべ
ますが、必ずしもそうした行為ばかりでは
なく、日常の中で不適切な子育てを繰り
返せば虐待になり得ます。虐待の芽は
日常生活に潜み、誰もが虐待の当事者に
なる可能性があるともいえます。そうした
観点に基づき、ドラマと専門家の解説を
通して、虐待を防ぐために私たちができる
ことを描いていきます。
①叩いてしまったことはありますか？
②親の価値観を押し付けていませんか？
③虐待を防ぐためにできること。

　このDVDでは、障害のある人が直面
する人権問題や心のバリアフリーの実現
に向けた取組などを紹介し、「障害のある
人と人権」について考えていきます。
①障害とは？
②障害のある人が直面する人権問題
③誰もが住みよい社会をつくるためには

障害のある人と人権　
～誰もが住みよい社会をつくるために～
（テーマ：障害者/対象：一般）

新着DVDをご紹介します。あいち人権啓発プラザでは、
DVDリストをご用意しています。
お電話でのご予約も可能ですので、どうぞお気軽にお問い
合わせください。

お互いの本当が伝わる時　～障害者～
（テーマ：障害者/対象：一般・企業）

防ごう　子どもの虐待　日常の子育てから考える
（テーマ：児童虐待/対象：一般・学校）
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H15.1～2

ひとりで 悩 ん で い ま せ ん か？

ホームレスの方への理解を深めましょう
～ どうしてホームレスになってしまうのか ～

○性犯罪・性暴力被害者支援窓口

ハートフルステーション・
あいち

公益社団法人
被害者サポートセンター
あいち

相談窓口 所在地 電話番号 相談受付時間 支援内容

〒491-8551
一宮市桜一丁目9－9
総合大雄会病院内

〒460-0002
名古屋市中区丸の内二丁目
14－21

月～土　
9：00～20：00
(日・祝・年末年始除く）

月～金　
10：00～16：00
(土・日・祝・年末年始除く)

相談
緊急医療処置など

相談
付添支援など

　愛知県内のホームレス数は、平成３１年１月の調査で１８０人が確認されました。これは初めて全国調査が行われた平成１５年１月の
調査の２,１２１人から１,９４１人の減少となっています。　　　　　
　現在確認されているホームレスの方の多くは名古屋市など大都市圏に偏っている一方、いくつかの市町村でも、少数ですがホーム
レスの方が確認されています。
　どうしてホームレスになってしまうのでしょうか？その生い立ちには、幼いときに家族を失ったり、病気やけが等により仕事を失って
しまったなどの背景がある場合もあります。
　そして、困難な状況になったとき、誰にも相談できないまま、社会から孤立してしまい、結果として住む場所までも失ってしまった
場合があります。一度住む場所を失ってしまうと、再び元の生活を取り戻すのには多くの問題を解決しなくてはなりません。

　多くのホームレスの方は、ホームレス自立支援施策や生活
保護などを活用し、住まいを確保し、ホームレス状態から抜け
出すことができました。
　しかし、それだけでは、社会から孤立している状況に変わり
ありません。地域や社会の中で生活を続けるためには、社会や
人とのつながりを作っていくことが必要となります。
　ホームレスという問題への理解を深めて、ホームレスを生ま
ない社会にしていくためには、私たち一人一人が考えていく
ことが大切ではないでしょうか。地域で生活する私たちもお互い
に支え合い、助け合える関係にあることがとても大切です。
　そのうえで、自分の中にある偏見と向き合い、誰もが暮らし
やすい社会を目指して、私たちに何ができるかを考えていきましょう。

　里親制度は社会がみんなで子どもたちを見守り、育てていく、子どもたちの
ための制度です。
　愛知県では、保護者の病気や離婚、虐待など様々な事情により、自分の家庭で
生活できない子どもたちを必要な期間、温かい家庭的な雰囲気の中で養育して
いただく方々を募集しています。

１０月は
『里親月間』です！

～里親になりませんか
？～

里親制度、今後の啓発予定の詳細については、愛知県児童相談センター子ども相談ＷＥＢページを御覧ください。
お電話での問い合わせについては、児童相談所全国共通ダイヤル「１８９」までご連絡下さい。
お近くの児童相談センターへ繋がります。

～啓発のご案内～ ○2019年度　里親体験発表会の予定（10月までの開催を掲載）

  7月28日（日） 10時30分～
  8月  7日（水） 10時30分～
  9月26日（木） 10時30分～
10月27日（日） 10時30分～

日　　　時 場　　　所
東三河県庁　2階大会議室
みよし市役所　3階研修室
春日井市総合福祉センター 小ホール
岡崎げんき館　講堂
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【 愛知県内のホームレス数の推移 】
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性暴力救援センター
日赤なごや　なごみ

〒446-8650
名古屋市昭和区妙見町2－9
名古屋第二赤十字病院

24時間対応
年中無休

相談
緊急医療処置
同行支援など

052－835-0753
24時間ホットライン

な  　ご　  み

052-232-7830
な   や   み ゼロ

0570－064－810
(愛知県内からのみ通話可能)

ハ  ー  トま も  る  よ

性犯罪・性暴力などで悩んでいる方は、少し勇気を出して、ご相談ください。
相談は無料です。秘密は必ず守ります。


